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心理社会的ストレッサーの性差について

一性役割の観点から一

筑波大学大学院（博）心理学研究科　金　　愛慶

筑波大学心理学系　小川　俊樹

Gender　differences　in　the　psycho－socia1stressor　from　a　sex　rs1e　perspective
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　　The　present　study　examines　gender　differences　in　the　psycho－socia1stressor　form　a　sex　ro1e

perspective．Undergraduate　students（ma1e＝82，fema1e＝97）assessed　themse1ves　on　the　Japanese

Bem　Sex　Ro1e　Inventory　and　the　Psycho－Socia1Stressor　Sca1e．Ma1e’s　Psycho－Socia1Stressor　Sca1e

consists　of5factors：socia1and　interpersona1strain，socia1expectation　of　traditiona1mascu1ine

ro1es，Psycho1ogica1and　financia1independence，responsibi1ity　for　parents，and　inabi1ity　of　se1f－

assertion．Fema1els　Psycho－Socia1Stressor　Sca1e　consists　of4factors：underestimation　of　fema1els

socia1activity，socia1expectation　of　traditiona1feminine　ro1es，sexua1mischief，and　handicap　of

physica1and　socia1－ro1es．For　ma1es，factor1（socia1and　interpersona1strain）negative1y　corre－

1ates　with　femininity．For　fema1es，Factor2（socia1expectation　of　traditiona1feminine　ro1es）

negative1y　corre1ates　with　femininity．In　addition，factor3（sexua1mischief）positive1y　corre1ates

with　mascu1inity　in　fema1es．These　findings　suggest　that　the　cognitive　eva1uation　of　the　psycho－

socia1stressor　is　associated　with　sex　ro1e　orientation．

Key　words：psycho－socia1stressor，gender　difference，sex　ro1e．

問題と目的

　本研究は大学生の男・女特有の心理社会的スト

レッサーを調べることによって性役割同一性の確立

における大学生の心理的葛藤を検討すると共に，個

人がすでに志向している性役割特性と男・女特有の

心理社会的ストレッサーとの関連を検討する．

　青年期は自己の形成によって非常に重要な時期で

あり，当然男性もしくは女性としての自分のあり方

の確立もその重要な発達課題の一つである．その中

で，青年は性役割に対する期待に沿った行動を取る

ようになる（性役割の獲得）だけでなく，望ましい性

役割像の認知および性役割に関する価値観の形成
（性役割観の形成）する．伊藤・秋津（1983）は中学生，

高校生，大学生および成人を対象とし，周囲から期

待される性役割の認知の発達的変化を検討した．そ

こでは次のよう春ととが明らかにされた．①すでに

中学生の段階で成人と同様の性役割ステレオタイプ

が獲得されており，学年が進むにつれ，役割期待を

性に型づけされた（sextyping）方向に認知するよう

になる．②男子は年齢の上昇と共に男性性の価値を

高め，女性性を常に低く位置づけている．これに対

し，女子では女性性の価値を高めるのは高校までで，

高校を境に男性性への価値への移行が生じる．また，

これまでの男性および女性の能力，性質，態度など

についての評価に関する研究では男性優位の評価が

明らかにされている（McKee＆Sherriff，1957；間

宮，1959；伊藤，1978）．女性役割に比べ男性役割
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により高い価値が付与されているこれらの結果と伊

藤・秋津（1983）の結果から，青年期後期にあたる大

学の時期は，青年期前期のような受動的な性役割の

獲得とは異なり，一人の成熟し独立した男性・女性

としての役割観をより能動的に形成するなかでさま

ざまな葛藤に直面する時期であること，さらに性役

割観の形成のパターンは男女によって異なることが

想定される．．

　そこで本研究では，男性であるために、もしくは

女性であるために感じると報告されるさまざまなス

トレスの申に男女大学生の性役割同一性の確立の問

題が反映されていると想定し，男女大学生の性に特

有の心理社会的ストレッサーを調べることによって

男女大学生の性役割同一性の確立における心理的葛

藤の性差を検討することを第1の目的とした．

　現在ストレスと呼ばれている現象はSe1ye（1956）

によって唱えられた概念である．Camon（1939）の

ホメオスタシス・モデルに影響を受けたSe1ye
（1956）ば，ある有害な刺激（noxious　stimu1us）によっ

て生体のホメオスタシスに歪みもしくは乱れが生じ

るという考え方から，その刺激をストレッサー
（StreSSor），それに対すろ生体の一連の生理的，心

理的な反応をストレス（StreSS）と定義した．さらに

本研究では，他者との相互作用の中で発生するさま

ざまなストレスフルな事柄を心理社会的ストレッ

サーと定義し，焦点を当てる．

　カフェイン，騒音など直接的に生理的ストレス反

応を生じさせる化学的，物理的なストレッサーとは

対照的に心理社会的ストレッサーは個人の価値観や

コミットメントによってストレスフルか否かの解釈

が異なってくる（Lazarus＆Fo1kman，1984）．また，

Si1vem＆Ryan（1983）は，自己評価の重要な側面

を占める性役割は自分の理想像と関係しており，自

分の女性的な面を高く記述する人は人生における対

人関係的な面を重要視することを明らかにした．こ

のことから，ストレスの個人的意味と個人が志向し

た性役割特性との関連性が示唆される．性役割特性

とは男・女それぞれの生物学的性に対して社会から

期待されるステレオタイプ化された二つの行動的特

性クラスタである．男性により多く期待される性役

割特性である男性性（maSCu1inity）は課題達成志向の

道具的・活動的特性（inStrumenta1・agentiC　traitS）を，

女性により多く期待される性役割特性である女性性

（femininity）は円満な対人関係志向の情動表現的・

コミュニケーション的な特性（Emotiona1expressive－

neSS－Comm㎜iCationa1traitS）を意味している

（Spence，1983；伊藤，1986）．したがって，男性お

よび女性特有の心理的ストレッサrに対する個人の
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解釈もすでに志向している性役割特性の度合いに

よって違ってくることが考えられる．そこで本研究

では，男性性・女性性に関する既存の定義に基づき，

性役割特性と男女別の特有の心理的ストレッサーの

認知との関連を検討することを第2の目的とした．

方　法

調査対象　4年制大学に在学中の大学生179名（男子

82名，女子97名）．

調査時期　1994年6月下旬から7月上旬にわたって

実施された．

質間紙

1．心理社会的ストレッサーの項目の作成

　4年制大学の男性12名，女子34名に男性特有，女

子特有の生活ストレッサーをそれぞれ自由記述させ

た、得られた生活ストレッサーの中から2回以上の

頻度を示す項目は，男性が38項目，女子が40項目で

あった．そして，心理学専攻の大学院生3名に内容

が非常に類似した項目と性別特有の生理学的スト

レッサーの項目を削除するように求めた．3名のう

ち2名が一致した項目を削除した結果，男性特有の

生活ストレッサーには23項目が，女性特有の生活ス

トレッサーには23項目が残り，男女それぞれの心理

社会的ストレッサー尺度（Psycho－SocialStressor

Sca1e；以下PSSSとする）を構成した．そして，男女

別にPSSSのそれぞれの項目に対して‘もし，そのよ

うな出来事が生じた時，「大変さ・つらさ・しんど

さ・不愉快さ」などをどの程度感じるか’を’全く感

じない（1）’から‘非常に強く感じる（5）’までの5段階

で評定を求めた．

2．性役割特性の測定

　安達・上地・浅川（1985）によって作成された日本

版BSRI（Bem　Sex　Ro1e　Inventory）の男性性尺度と女

性性尺度，それぞれ20項目を用いた．そして，各項

目に対して‘全く当てはまらない（O）’から‘非常に当

てはまる（6）1までの7段階により評定を求めた．

手続き　質問紙は授業時間中に一斉に実施し，男女

それぞれ自分の性に該当するPSSSと日本版BSRI

に回答してもらった、

結果と考察

性別特有心理社会的ストレッサーの内容の検討

　男子用PSSSと女子用PSSSのそれぞれの内容を

検討するために，男女それぞれのPSSSの23項目に

ついて因子分析を行った．初期解を主成分法で求め

たところ，男子用PSSS，女性用PSSSともに固有
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値1以上の因子として8因子が得られた．次に，ス

クリー法により因子数を求めた結果，男子用PSSS

には5因子，女性用PSSSには4因子が抽出され，

バリマックス回転を行った．そして，因子負荷量が

．40に満たない項目といずれの因子にも同程度の因

子負荷量を示す項目を除外し，最終的に項目を選定
した．

1．男子特有の心理社会的ストレッサー

　男子用PSSSには，第1因子は5項目，第2因子
は5項目，第3因子は4項目，第4因子は2項目，

第5因子は4項目が得られた．男子用PSSSの項目

内容および回転後の因子負荷行列をTab1e1に示

す．第1因子の項目をみると，“6．授業で当てら

れたり，みんなの前で発表すること”，“12．リーダ

シップを取らされること”，“8．集団の中で自分］

人が男であること”，“22．年下に馬鹿にされること”，

“23．見知らぬ人と二人きりになること（エレベー

タなどで）”という主に公衆の前での緊張や恥ずか

しさを意味する項目の因子負荷量が高い．したがっ

て，第1甲子を“社会的・対人的緊張（socialand

interpersonal　st・ain）”の因子と命名した．第2因

子では，“11．無理にお酒を飲まされること”，“13．

Tableユ Factor　Loadings　of　Ma1e’s　Psycho－Sociai　Stressor　Sca1e

I　　　π　　　皿　　　1V　　V　　ん2

　　　　　Socia1and　Interpersonal　Strain

6．授業で当てられたり，みんなの前で発表すること

12．リーダーシップを取らされること

8．集団の中で，自分一人が男（女）であること

23．年下に馬鹿にされること

23．見知らぬ人と二人きりになること（エレベーターなどで）

15、勇敢さを求められること

　　　Social　Expectation　of　Traditional　Masculine　Roles

！1．無理にお酒を飲ま・されること

13．ちょっとしたことでもセクハラと言われること

！0．異性に馬鹿にされること

5，力が弱くて，重い荷物を運べないこと

21．相手をリードしなければならないこと

14．デートの時お金を払えないこと

　　　PsychoIogica1and　Financia1Independence

17．恋人がいないこと

16．異性に積極的に話しかけられないこと

20．親から経済的に独立していないこと

ユ9．スポーツなど，勝負で負けること

　　　　　　Responsibi1ity　for　Parents

3．親の面倒を見ること

7．家を継ぐこと

　　　　　　Inabi1ity　of　Se1f－assertion

11頼まれたことを断れないこと

2．意見を聞かれたとき，笑ってごまかせないこと

4．目上の人が異性を優遇すること

ユ8．人に自分のぺ一スを乱されること

9、親の期待やプレッシャーがあること

．77
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ちょっとしたことでもセクハラといわれること”，

“10．異性に馬鹿にされること”，“5．力がなくて，

重いものを運べないこと”，“21．相手をリードしな

ければならないこと”などの項目で因子負荷量が高

かった．これらの項目からいわゆる伝統的な男らし

さを期待されたり，その役割をうまく果たせないこ

とがストレス源になっていると考えられる．した

がって，第2因子を“伝統的な男らしさの社会的期

イ寺（socia1　expectation　for　traditiona1　mascu1ine

ro1es）”と命名した．第3因子は，“17．恋人がい

ないこと”，“16．異性に積極的に話しかけられない

こと”，“20．親から経済的に独立していないこと”，

“19．スポーツなど，勝負で負けること’’という項

目の因子負荷量が高く，一人前の男性としての自立

性が問われていると考えられる．したがって，第3

因子は“精神的・経済的白立（psycho1ogica1and

financia1independence）”と命名された．第4因子は，

“5．親の面倒をみること’’，“15．家を継ぐこと”

という項目の因子負荷量が高いことから，“親に対

する責任（resp㎝sibi1ity　for　parents）”と命名した．

第5因子は，“1．頼まれたことを断れないこと”，

“2．意見を聞かされたとき，笑ってごまかせない

こと”，“4．目上の人が異性を優遇すること”，“18．

人に自分のぺ一スが乱されること”など他者に自分

の意思を表明出来ないことをその内容とする項目の

因子負荷量が高いことから，“白己主張g）できなさ

（inability　of　se1f－assertion）”と命名した．

　社会的・対人的緊張，伝統的な男らしさの社会的

期待，精神的・経済的自立，親に対する責任感，自

已主張のできなさといった以上の5因子をふまえて

みれば，今日の男子大学生にとってストレスフルで

あることは親からの分離・独立といった青年期の発

達的な課題，そしてこの発達課題に付随する男性と

しての役割葛藤がその主なるテーマであると考えら

れる．加藤（1980）は，青年期は白己の自立を求めて

模索する時期であり，一この時期が自己の発見とか自

我の目覚めの時代といわれるのは自立した生き方を

求める自己を中心とした新たな自己に気づき，これ

を見つめ育てようとするのと関係すると述べてい

る．そして，青年が白己に関心を向けるようになれ

ば，当然自己が他者からどう見られているかという

他人の評価が気になり，それゆえ公衆の前とか対人

場面で緊張や不安が高まることになる．こういった

文脈の中で杜会的・対人的緊張が男子の心理社会的

ストレッサーの］つの因子としてまとまってきたの

ではないかと考えられる．

2．女子特有の心理社会的ストレッサー

　女子用PSSSについて，男子用PSSSと同様の手

続きにより4因子を抽出した．第1因子は5項目，

第2因子ぽ7項目，第3因子は5項目，第4因子は

4項目が得られた．女子用PSSSの項目内容および

回転後の因子負荷行列をTab1e2に示す．第1因
子の項目をみると，“13．一生懸命働かなくてもい

いと言われること”，“2．お茶汲みをすること”，“11．

早く結婚したほうがいいと言われること”，“14．ヒ

ステリックであると言われること”，“4．就職や仕

事での差別があること”などがあげられる．これら

は，主に女性の社会活動に対する一般的評価が低い

ことをあらわしていると考えられる．したがって，

第1因子を“女性の社会活動に対する低い評価
（underestimationoffema1e’ssocia1activity）’’の因

子と命名した．第2因子は，“3．自分の容姿が人

にどう見られるか気になること”，“20．何を着るか

迷うこと”，“17．服装について人に何か言われるこ

と”，“ユ．家事いっさいをこなすこと”，“5．料理

の腕が問われること”，“9．きちんとした身なりを

すること”，“161学歴は必要でないと言われること”

など，主に伝統的な女性像に対する社会的な期待を

その内容とする項目の因子負荷量が高いことから，

“伝統的な女らしさの社会的期待（socia1expecta－

tionoftraditiona1feminineroles）”と命名した．第

3因子は，“15．性犯罪に関するニュースや噂を耳

にすること”，“18．酔っぱらいにからまれること”，

“7．いたずら電話がかかってくること”，“6．性

的な冗談を耳にすること”，“12．ヌード写真が氾濫

すること”など，主に性的ないたずらや性の商品化

などをその内容とする項目の因子負荷量が高いこと一

から，“性的ないやがらせ（sexua1mischief）”と命

名した．第4因子は，“22．体力のないこと”，“21．

夜一人歩き出来ないこと”，“23．結婚や家庭による

制約があること”，“8．疲れていても掃除をしなく

てはいけないこと”など，主に女性の体力および役

割上のハンディをその内容とする項目の因子負荷量

が高いことから，“身体・役割上のハンディ
（handicapofphysica1strengthandsocia1role）”と

命名した．

　以上の4因子をふまえて女子のストレスを考えて

みると，女子の場合も男子と同じく，伝統的な女ら

しさの社会的期待という第2因子の女性としての自

已像の確立などの発達的な課題の問題も含まれてい

るが，女子の心理社会的ストレッサーとして最も著

しい特徴は，第1因子の女性の社会活動に対する低

い評価，第3因子の性的ないやがらせ，第4因子の

身体・役割上のハンディという“女性の社会的な立

場の弱さ”がその主な内容である．女性の社会活動

に対する低い評価という第1因子からも推測できる
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Tab1e2 Factor　Loadings　of　Fema1e’s　Psycho－Socia1Stressor　Sca止e

I　　　1　　　皿　　　1V　　ん2

13．

2．

11．

14．

4．

！0．

3．

20．

17．

1．

5．

9．

ユ6、

ユ5．

18．

7．

6．

12．

22．

21．

23．

8．

19．

　Underestimation　of　Fema1e’s　Socia1Activity

一生懸命働かなくてもいいと言われること

お茶汲みをすること

早く結婚したほうがいいと言われること

ヒステリックであると言われること

就職や仕事での差別があること

一人旅が禁止されること

　　Social　Expectation　of　Traditional　Feminine　Ro1es

自分の容姿が人にどう見られているか気になること

何を着るか迷うこと

服装について人に何か言われること

家事いっさいをこなすこと

料理の腕が問われること

きちんとした身なりをすること

学歴は必要でないと言われること

　　　　　　　Sexua1Mischief

．74

．71

．56

．53

．46

．43

一．06

一．12

　．06

　．26

　．ユ3

一．02

　．ユO

一．03

　．2ユ

　．08

　．ユ0

一．22

一．04　　．56

　．31　　．61

　．12　　．38

一．01　　．35

　．38　　．38

　．39　　．39

　．10

一．16

　．28

一．07

　．25

一．02

　．15

．75

．71

．68

．52

．40

．40

．40

一．ユ2

　．01

　．23

一．OO

一．16

　．16

　．14

性犯罪に関するニュースや噂を耳にすること

酔っぱらいにからまれること

いたずら電話がかかってくること

性的な冗談を耳にすること

ヌード写真が氾濫すること

　　　Handicap　of　Physical　and　Social－ro1es

体力がないこと

夜一人歩きできないこと

結婚や家庭による制約があること

疲れていても掃除をしなくてはいけないこと

異性の友人とのつきあいで相手が誤解しないように
気をつけなければならないこと

　．04　　．58

　．ユO　　，53

一．27　　．67

　．09　　．28

　．18　　．28

　．21　　．23

　．17　　．23

一．11

　．15

　．21

　．46

一．09

一．06

　．03

一．02

　．10

　．21

．72

．71

．68

．59

．55

　．33　　．64

　．！3　　．55

一．10　　．52

　．02　　．56

　．25　　．42

一．04　　　　　　．07　　　　　　．02

　．18　　　　　．07　　　　　．25

　．19　　　　　　．10　　　　　　．05

　．09　　　　　　，23　　　　　　．ユ7

　．06　　　　　　．31　　　　　　．25

　　　　．49

　　　　．52

　　　　．36

　　　　．28

　，39　　．32

　　Eigenva1ue

Tota1Variance（％）

4，39　　　2，19　　　1，90　　　　1．64

ユ9，10　　　　9，50　　　　8，30　　　　7．10

ように女性のパーソナリティに対する偏見や女性の

社会進出に対する期待や評価の低いことが今の女子

大学生にとっては最も特有なストレスであることが

示唆される．これは昨今の就職難という社会的背景

の影響も無視できないが，特に女子大学生がそれに

敏感に反応していることが考えられる．

　男女大学生における性に特有の心理社会的スト

レッサーの内容を検討した以上の結果から，男子の

場合は白立した男性になるという発達的な課題にま

つわるストレスが主なる内容であった．これに対し

て，女子の場合は社会的，身体的な立場の弱さに対

するストレスが認められ，社会から求められている

性役割観の受け入れにおける葛藤や混乱が示唆され
た．

PSSSの各因子と性役割特性との関係

　PSSSの各因子と性役割特性との関連を検討する

ために，男女別々にPSSSの因子得点と男性性得点，

女性性得点との間にピアソンの積率相関係数を求め

た．その結果はTab1e3に示す．

　男子では，“社会的・対人的緊張”という第1因

子と女性性との間に中程度の有意な負の相関が見ら
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Tab1e3 Corre1ation　Coefficients　between　Psycho－socia1Stress　and　Sex　Ro1e　Orientation　in　Ma1e　and
Fema1e

Mascu1inity　　Femininity

Factor1

Factor2

Factor3

Factor4

Factor5

　　　　　　　　　　Ma1e

Socia1and　Interpersona1Strain

Socia1Expectation　of　Traditiona1Mascu1ine　Role

Psycho1ogical　and　Financia1Independence

Responsibi1ity　for　Parents

Incapabi1ity　of　Se1f－assertion

一．13

　．15

　．17

　．04

　．16

一．52＊＊

　．ユ3

　．03

一．02

　，05

Factor　l

Factor2

Factor3

Factor4

　　　　　　　　　Female
Underestimation　of　Fema1e’s　Socia1Activity

Socia1Expectation　of　Traditiona1Feminine　Ro1e

Sexua1Mischief

Handicap　of　Physica1and　Socia1－ro1es

一．15

　．17

　．24＊

一．Oユ

　、07

一．27＊＊

一．02

’．03

＊：ψ＜．05， ＊＊：力＜．01，two－tai1ed．

れた（γ＝一．52，ク＜．01）．すなわち，男子であって

も他者との情動表現的・コミュニケーション希求的

な特性である女性性を多く志向しているほど対人

的・社会的なコミュニケーションのスキルを多く身

につけていることになり，それゆえ社会的・対人的

緊張を少なく感じているということが考えられる．

　女子では，“伝統的な女らしさの社会的期待”と

いう第2因子と女性性との間に弱いながら有意な負

の相関が見られた（γ＝一．27，ヵ＜．01）．つまり，自

らの女性性を高く認知している人ほど自分の生物学

的一性と自分の学習した役割や価値観が一致している

ために他者から女性らしさが求められたときの葛藤

が少なく，それゆえストレスを少なく感じるのでは

ないかと考えられる．また，“性的ないやがらせ”

という第3因子と男性性との間には弱いながら宥意

な正の相関が見られ（γ＝．24，ク＜．05），課題達成志

向の道具的・活動的特性を意味する男性性が強い人

ほど，性的ないたずらを受けることや性の商品化に

対するストレスを強く感じるという結果が得られ

た．女性の高学歴化や社会進出の増加とともに発生

したウーマンリブやフェミニズム運動などからもう

かがえるように，男性性の強い女子ほど女性の人権

が損なわれる性的ないやがらせに不快感を感じるこ

とが考えられる．

　独立した成人になることに対する不安や葛藤など

の発達上の課題を主に報告する男子の結果とは対照

的に，女子の場合は身体的な弱さ，社会的な立場の

弱さなどのストレスが主な内容であったこと，また

それらの心理的ストレッサーに対するストレスの認

知にはその個人の性役割オリエンテーションが関係

しているという結果から，今後は女子に焦点を当て

て，性役割における葛藤とストレスの認知およびメ

ンタルヘルスとの関連を検討する必要があると思わ

れる．

要約

　本研究は，性役割の観点から心理社会的ストレッ

サーの性差を大学生を対象として検討するもので

あった．心理社会的ストレッサー尺度と日本版
Bem　Sex　Ro1e　Inventoryが男子82名，女子97名の大

学生に実施された．因子分析によって心理社会的ス

トレッサーの内容を検討した結果，男子では社会

的・対人的緊張，伝統的な男らしさの社会的期待，

精神的二経済的自立，親に対する責任，自己主張の

できなさという5因子が得られた．女子では，女性

の社会活動に対する低い評価，伝統的な女らしさの

社会的期待，性的ないやがらせ，身体・役割上のハ

ンディという4因子が得られた．そして，男女の心

理社会的ストレッサーの各因子と性役割オリエン

テーションとの関連を検討した結果，男子の場合は

社会的・対人的緊張という第1因子と女性性との間

に中程度の有意な負の相関があった．女子では，伝

統的な女らしさの社会的期待という第2因子と女性

性との問に有意な弱い負の相関が，性的ないやがら

せという第3因子と男性性との間には有意な弱い正

の相関があった．これらの結果から，心理社会的ス

トレッサーに対する認知的評価は性役割オリエン
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